
『日本の川と平地』 （教科書Ｐ１４６～１４７）

日本の川や平野には、世界と比べてどのような特色があるだろう？

下の地図におもな平野を書き入れなさい。
また、おもな川を書き入れなさい。

○ 日本の川の特徴は？

教科書 P,146の３の資料
※少なくともこれだけは覚えよう 「日本と世界の川の比較」

から、日本の川の特徴を言い
石狩川 なさい。
石狩平野

日本の川は、
高低差が（ 大きく ）く、

河口からの距離が（ 短い ）。

つまり、
最上川
庄内平野 日本の川は、①急流である。

信濃川 ②流域面積が狭い。
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○日本の平野の特徴は？

１ 教科書 P,147の６をみて、平野・盆地について、言葉で説明しなさい。

・（ 平野 ） は、標高が低く、海に面した場所（川の河口）に広がっている。

・（ 盆地 ） は、山に囲まれた内陸部（川の上・中流）に広がっている。

２ 教科書ｐ１３１の３つの資料をみて、扇状地・三角州・台地について、言葉で説明しなさい。
・（ 扇状地 ）は、川が 山間部から平野や盆地に出た所に土砂がたまって作られる扇状の地形

・（ 三角州 ）は、川が 海や大きな湖に出る所に細かい土砂がたまってできた三角形の地形

・（ 台地 ）は、 海や川に沿った低地より一段高い所に広がる平らな土地


